
2025 年 上尾中央腎クリニック施設紹介 

 
１．施設情報 
 当クリニックは 2007 年 7 月に JR 高崎線「北上尾駅」駅前に開設しました、透析クリニックです。１
階は事務、透析の機械を設置、２階、３階併せて、合計３６床のベッドにて約９０名の透析療法を実施し
ています。新型コロナ感染者、インフルエンザ感染者に対しては、入室時間を変え、換気を考慮したベッ
ドにて透析を行っています。月・水・金曜日は、午前・午後透析、火・木・土曜日は、午前のみの透析で
す。 
 透析患者の高齢化が進んでおり、「サルコペニア・フレイル」の問題から、透析中に「ペダル漕ぎ」を
実施し、下枝筋力低下防止に努めています。 
 
２．職員構成 
 医師１名、看護師７名、臨床工学技士 8 名、臨床検査技師１名、クラーク５名、事務員７名、 

非常勤の管理栄養士１名 
 
３．業務内容 
 １）勤務時間 月・水・金 8；00～18：00、火・木 8：00～16：00、土・祝日 8：00～14：00  
        ※：日曜日、元日、以外は透析療法を行っています。 
 ２）生理検査 超音波検査(シャントエコー、腹部、甲状腺、頸動脈）、心電図、 
        SPP(皮膚還流圧測定）、超音波骨量測定 
        ※使用機器 超音波診断装置：キャノンメディカル Xario200 心電計フクダ電子： 
         FCP-8400 ＳＰＰ：カネカメディックス PAD4000 超音波骨量測定：日本光電 
         Benus evo 
        ※歩行困難の方の検査は、ベッドサイドにて検査を行っています。 
 ３）検体検査 月 2 回の定期採血(血算はクリニックにて処理、生化学検体はアムルへ送ります）、 

新型コロナ・インフルエンザ検体採取し検査、白癬菌検査 
           ※使用機器 血算測定機器：シスメックス XQ-３２０ 生化学分析装置： 
         富士ドライケム FDC7000(至急検査時に使用） 
４．日常業務 
 定期採血以外に、「チーム医療」として「シャント管理」、「フットケア」に参加しています。 
 １）シャント管理 週１回開催の「シャント会議」にて挙がった「狭窄音聴取」、「止血困難」等の 
   所見を認める患者には、速やかに「シャント超音波検査」を実施しています。 
 ２）フットケア 透析患者は糖尿病、長期透析による下枝の血行障害等で、下枝に出来た傷に気づき 
   難いです。白癬菌による皮むけから大きな傷に進展しないように、フットケアチームによる 
   下枝の観察を行い、白癬菌の感染を疑われる時は、皮膚・爪を採取して検査しています。


